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 学術論文は２編が第一著者として公表済み(Yukino Hirai Toshio Tsuchiya Etsuro Shimizu, 
ESTIMATION OF SOUND EXPOSURE LEVEL BASED ON RELATIVE MOVEMENT OF 
SHIP AND WHALE, 24th International Congress on Sound and Vibration 2017 (ICSV 24) vol. 
7 p.5057-5063, 2017．平井由季乃 土屋利雄 清水悦郎, 海洋環境と送受信点の移動を考慮した音
響曝露レベル推定手法の検討，海洋音響学会誌 46 巻 2 号 p.61-68，2019．)であることを確認し
た。 
 国際会議において英語で発表しており、外国語の学力については問題ないと判断した。 
 また、講演発表は国際会議２回、国内学会４回、その他、研究報告書の一部を２編ほど執筆して
いることを確認した。 
 合同セミナーについて、規定の学習時間および出席回数を満たしていることを確認した。 
 大学院海洋科学技術研究科が指定した研究者倫理教育を修了していることを確認した。 
 
 以上から、学生について博士論文審査、最終試験とも合格と判定した。 
